
災害発生日時　　　　　　　　　　　　

部　　門 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（　　　　　）

年　　齢 　歳 性別：　男　　女 勤続年数 1.5　年 経験年数 1.5　年

傷 病 名

傷病部位

災

害

発

生

状

況

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

直後のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ時､何故前腕がﾃﾞｨｽｸに向かったか記憶も曖昧で､暑さも要因と推測。

ｺﾞﾑ手は着用。負傷部位は無防備の状態であった。ﾃﾞｨｽｸ剥き出しのまま作業を行った。

作業者Ａの確認不注意。

作業手順の周知が出来ていなかった。（ﾍﾞｯｾﾙを先に装着してからﾃﾞｨｽｸをはめる）

 4.管理的要因（management)

 3.環境要因（media)

 2.物に関する要因（machine）

作業の形態： 定常 ・ 非定常 ・ その他（　　　　　　　　　　　　）

状況概略（写真orイラスト）

災害の型※１）　：　６ （切れ、こすれ）

起因物　　　　：　回転ディスク

接触させて約４cmの擦過傷を負った。

 1.人的要因(man)

病院にて３針縫う

対
　
　
　
策

 （暫定処置 ： 労災発生伝達 ） ・ 当日の状況説明と類似作業への注意喚起。

 （手順書見直し） ・作業手順の順守と手順書に注意点（危険源）の明示。

 （教育） ・作業にあった保護具の着用｡ 季節により､長袖若しくは､腕カバーの着用（いづれも支給品）｡

対策分類
※2)

： １－２ ､ １－３

発生会社　事業所

左前腕部擦過傷

災害区分 　　　　　不休災害　　　　　　　　　　　休業災害　(休業：　　―　日）　　

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

2018年　7月  4日（水）　10時 40分頃　　　天候（雨）　温度（28℃）湿度（80％）

左前腕部

被
 

災
 

者

製造課

原
　
因
　
分
　
類

作業者が、機械組み立て作業中に誤って

ﾃﾞｨｽｸ先端部の鋭利な部分に左前腕部を

特 記 事 項：

負傷部位

接
触

拡大図
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